
P
A
N
A
M
A

O
F
F
IC

E
（
パ
ナ
マ
事
務
所
）

B
e
lla

V
ista

,
D
istric

t
a
n
d

P
ro
v
in
c
e
o
f
P
a
n
a
m
a
,
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
P
A
N
A
M
A

P
A
N
A
M
A

O
F
F
IC

E
V
E
R
A
-

C
R
U
Z

S
U
B
-
O
F
F
IC

E
（
パ
ナ

マ
事
務
所
ベ
ラ
ク
ル
ス
出
張
所
）

R
u
iz

C
o
rtin

e
s
N
o
.1
3
6
0
,
D
e
sp
a
c
h
o
N
o
.3
2
F
ra
c
.
C
o
sta

d
e
O
ro
,

B
o
c
a
d
e
l
R
io
,
V
e
ra
c
ru
z
,
U
N
IT

E
D

M
E
X
IC

A
N

S
T
A
T
E
S

P
A
N
A
M
A

O
F
F
IC

E
G
U
A
-

Y
A
Q
U
IL

S
U
B
-
O
F
F
IC

E
（
パ

ナ
マ
事
務
所
グ
ア
ヤ
キ
ル
出
張

所
）

A
v
.
M
e
rc
e
d
e
s
d
e
S
a
n
c
h
e
z
y
E
lisa

R
o
c
a
d
e
R
o
c
a
,
G
u
a
y
a
q
u
il,

R
E
P
U
B
L
IC

O
F
E
C
U
A
D
O
R

V
A
L
P
A
R
A
IS
O
O
F
F
IC

E（
バ

ル
パ
ラ
イ
ソ
事
務
所
）

A
v
e
n
u
e
N
u
e
v
a
L
ib
e
rta

d
1
4
0
5
,
O
f.
1
7
0
3
,
V
in
a
d
e
l
M
a
r,
R
e
g
io
n

V
a
lp
a
ra
iso

,
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
C
H
IL

E

B
U
E
N
O
S
A
IR

E
S
O
F
F
IC

E
（
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
事
務
所
）

A
v
.
S
u
c
re

2
0
7
4
,
P
iso

2
,
U
F
Ú9
Ù,
B
e
c
c
a
r,
P
a
rtid

o
d
e
S
a
n
Isid

ro
,

P
c
ia

d
e
B
u
e
n
o
s
A
ire

s,
A
R
G
E
N
T
IN

E
R
E
P
U
B
L
IC

R
IO

D
E

J
A
N
E
IR

O
O
F
F
IC

E
（
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
事
務
所
）

A
v
e
n
id
a
d
a
s
A
m
e
ric

a
s
1
6
5
0
,
R
io

d
e
J
a
n
e
iro

,
F
E
D
E
R
A
T
IV

E
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
B
R
A
Z
IL

平成™™年�月�日 火曜日 第œš›Ÿ号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
三
十
七
号

建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省
令
第
十

四
号
）
第
十
八
条
の
三
の
七
の
規
定
に
よ
り
、
同
規
則
第

十
八
条
の
三
の
四
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
規
則
第
十
八
条
の
三
の
十
六

第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

^

登
録
番
号

11

_

登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
の
名
称

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
業
協
会

`

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

則
久

芳
行

a

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
五
日

^

登
録
番
号

15

_

登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
の
名
称

社
団
法
人
日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

一
般
社
団
法
人
日
本
配
管
工
事
業
団
体
連
合
会

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

`

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

有
馬
修
一
郎

清
水

昌
夫

大
澤

規
郎

a

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

^

登
録
番
号

23

_

登
録
基
幹
技
能
者
講
習
実
施
機
関
の
名
称

社
団
法
人
日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

一
般
社
団
法
人
全
国
ダ
ク
ト
工
業
団
体
連
合
会

`

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

有
馬
修
一
郎

須
長

義
明

a

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
三
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

天
神
の
沢
（
２
）

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

岩
手
県
釜
石
市

天
神
町

二
一
五
番

一
号

大
字
釜
石
第
二
地
割

二
〇
〇
番
地
先
水
路
敷

八
号

二
〇
一
番
地
先
水
路
敷

九
号
及
び
十
号

大
字
釜
石
第
三
地
割

一
八
九
番
五

二
号
か
ら
四
号
ま
で

一
八
九
番
二

五
号
か
ら
七
号
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
三
十
九
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

原
狭
沢

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜

字
東
狭
間

一
番

一
号

二
二
番

二
号

一
四
番
五

三
号

三
〇
番

四
号

二
九
番
一

五
号

八
二
番
一

六
号

九
八
番

八
号

字
伊
勢
山

一
番
一
〇

七
号

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

田
迫
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
九
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

愛
知
県
幡
豆
郡
幡
豆
町
大
字
西
幡
豆

字
田
迫

七
番
一

一
号

九
番

二
号

二
九
番

三
号

二
九
番
一
一

四
号

二
九
番
二
の
四

五
号

二
九
番
五
の
八

六
号

二
九
番
二
一

七
号

二
九
番
八
の
一

八
号

一
番

九
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

上
六
沢

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
三
号
を
平

成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
八
号
で
指

定
し
た
土
地
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま

れ
た
土
地
の
区
域

愛
知
県
新
城
市
四
谷

字
上
六

一
四
二
五
番

一
号

一
四
三
二
番

二
号

字
峠

一
三
九
九
番
一

三
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
四
十
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

宮
の
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
平

成
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
三
十
三
号
で
指

定
し
た
同
号
二
に
掲
げ
る
土
地
境
界
線
に
沿
っ
て
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

滋
賀
県
長
浜
市
余
呉
町
大
字
東
野

字
大
畑

五
三
番

一
号
か
ら
四
号
ま
で

字
松
ヶ
谷

四
七
番

五
号

字
中
ヶ
谷

四
六
番

六
号

字
大
瀧
谷

四
五
番

七
号

字
殿
山

四
四
番
三

八
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
三
十
六
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
浜
松
都
市
計
画
事
業
浜
北
新
都
市

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
（
第
三
回
）
に

つ
い
て
、
そ
の
関
係
図
書
を
次
の
よ
う
に
縦
覧
に
供
す
る

た
め
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
四

十
七
号
）第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

縦
覧
開
始
の
日

平
成
二
十
二
年
七
月
七
日
（
縦
覧

期
間
二
週
間
）

二

縦
覧
場
所

静
岡
県
浜
松
市
浜
北
区
内
野
台
四
丁
目

四
十
一
番
五
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
浜
北

都
市
開
発
事
務
所

三

縦
覧
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
二
十
五
分
ま

で

�


		2010-07-05T15:00:22+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




